
一年を振り返って 

拝啓 新緑の候 皆様におかれまして増々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、昨今新型コロナウイルス感染症の終息が予測できない実情があり、毎年 6 月に開

催されていた。総会及び懇親会について検討した結果、コロナウイルスの感染拡散を防止

するため、同窓会総会を中止し、「書中総会」に変更。また、兼ねてから「斉藤照夫先生を

偲ぶ会／お別れの会」を同日に予定、準備をさせて頂いておりましたが、延期をさせて頂

きます。大変残念ですが出席者の健康を考えた結果ですので、皆様のご理解とご協力をお

願い致します。 

私が令和元年の同窓会総会で会長をお受けしてから一年、思いもよらない激動の年にな

ってしまった。恩師斉藤照夫先生の訃報に触れ心からご冥福をお祈り申し上げるとともに、

コロナ終息の折は、偲ぶ会を開きたいと考えており、皆様にご賛同お願い申し上げます。 

今、世界を揺るがすコロナウイルスの脅威に現在も自粛要請が続いています。これから

は新しい生活様式を模索していかなくてはならない時代に変わっていく。長い自粛生活が

続き、当たり前のことが、如何に幸せであるか、改めて知ることになり、仕事や家族の在

り方、教育と就職など、特に同窓会員の多くの方々が教育現場で、大変なご苦労をされて

いることと思います。 

 令和は、“教える教育”から“如何に学ぶ”か、受け身から自らが学ぶ挑戦の時代に変化

していく、正に“コーチング”が重要な教育現場になっていく。より複雑な世相に対処し

て行く知力が求められ、様々な教育改革が行われることを期待しています。 

昨年の行事については、第９５回全国高校サッカー選手権大会、出場校激励会及び懇親

会実施、出場チーム８校監督を含め３０名が参加していただき盛大に行われました。ご出

席いただきました皆様に心からお礼申し上げます。出場校の皆様、高校サッカーに携わる

方々、是非とも今年こそ頂点を目指して、我々同窓生に勇気と感動を与えてくださること

を念じております。 

 初めての関東と東北の支部会に参加させて頂き、改めて支部長のご苦労を痛感し、懇親

会では、暖かく迎えて頂き、皆様の母校愛が強く感銘を覚えました。ありがとうございま

した。 

今までは、大学の試合を見に行くこともほとんどなく、昨年は２試合程興味深く見せて

頂きました。今年はチーム一丸となって一部昇格を達成くれると信じて応援しています。 

 現在は大学はコロナで授業、クラブ活動自粛である旨、関東大学リーグは７月スター

トになる予定であること、矢野監督からご連絡を頂きました。しばらくは応援は難しい状

況ですが、できる限りの応援をよろしくお願いします。 

最後になりましたが、日頃より日本体育大学サッカー部同窓会の為に、ご尽力を賜り感

謝申し上げます。                              敬具 

                              向笠 実 


